
視察コース紹介

【Ｊ－１コース】９月３日（水）　（半日） 参加費：　₩５０，０００－

実施日 時間

9月3日 午前 （9:00ホテル発）　→　①亀尾ヘマル公園(企業誘致説明等)　→　②サムスン電子「広報館」

（水） 　→　（昼食）　→　（13:00空港行きバス搭乗）　→　各空港へ

視察先紹介；

①亀
　ク　　ミ　

尾ヘマル公園（企業誘致等説明）
　
　亀尾市では、約40年前より複数の期間とエリア
（団地）に分け、行政や学術機関と連携して市内へ
の企業誘致を進めてきました。

　現在ではサムスン、LGエレクロトロニクスをはじめ
とした国内大手企業のみならず、エクソンモービル
や旭硝子、東レ等の多国籍企業などおよそ3,000社
近くの企業が立地しています。

　亀尾ヘマル公園は産業団地のほぼ中心部に位置
しており、公園内の展望台からは団地内の景色が
一望できます。

　視察では、亀尾市より企業誘致に関する取組み
や支援内容等について説明していただきます。

行　程

別添資料②
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②サムスン電子「広報館」

　世界有数の電子通信会社に成長したサムスン電子の広
報館では、サムスン電子製の携帯電話の発展史がわかり
やすく展示されているほか、最新のITモバイル機器を体験
することができます。

　また広報映像館では、3D画面でサムスン電子の生産ラ
インを解説してくれます。
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【Ｊ－２コース】９月３日（水）－４日（木）　（１泊２日） 参加費：　₩２００，０００－

実施日 時間

9月3日 午前 (9:00ホテル発） → ①亀尾ヘマル公園(企業誘致説明等) → ②サムスン電子「広報館」 → 

（水） 午後 　（昼食）　→　③安東河回村（仮面劇観覧等）　→　（19：30ホテル着）

9月4日 午前 （8:30ホテル発）　→　④浮石寺　→　⑤紹修書院・ソンビ村→　（昼食）

（木） 午後 　→　(14:00各空港行きバス搭乗)　→　各空港へ

視察先紹介；

①亀
　ク　　ミ　

尾ヘマル公園（企業誘致等説明）

行　程

　亀尾市では、約40年前より複数の期間とエリア（団
地）に分け、行政や学術機関と連携して市内への企
業誘致を進めてきました。

　現在ではサムスン、LGエレクロトロニクスをはじめ
とした国内大手企業のみならず、エクソンモービル
や旭硝子、東レ等の多国籍企業などおよそ3,000社
近くの企業が立地しています。

　亀尾ヘマル公園は産業団地のほぼ中心部に位置
しており、公園内の展望台からは団地内の景色が
一望できます。

　視察では、亀尾市より企業誘致に関する取組みや
支援内容等について説明していただきます。
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②サムスン電子「広報館」
　世界有数の電子通信会社に成長したサムスン電
子の広報館では、サムスン電子製の携帯電話の発
展史がわかりやすく展示されているほか、最新のIT
モバイル機器を体験することができます。

　また広報映像館では、3D画面でサムスン電子の
生産ラインを解説してくれます。
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③安東
アンドンハフェマウル

河回村（仮面劇
カメンゲキ

観覧
カンラン

）

④浮石寺
　　　　　ブソッサ

　安東河回村は、韓国の伝統的な儒教文化が息づく象徴的な場所
で、もっとも韓国的で独創的な文化を守る氏族村です。｢河回｣という
地名は、洛東江が東に流れる途中でS字型を描き、村を囲んでいるこ
とに由来しています。1999年4月にはイギリスの女王エリザベス2世が
訪問したことでさらに有名となりました。

　2010年には世界文化遺産として登録され、世界的な文化財としてそ
の価値が認められています。

河回村タルチュム(仮面劇)
　河回タルチュムは、安東市河回村で伝承されている仮面踊りで、高
麗末から朝鮮時代初期に、平民によって村の安泰と豊作を祈る儀式
の一環として行われてきました。

　国内最古のタルチュムで、河回タル(仮面)は国宝に指定されていま
す。
　かつてタルチュムは、定期的に行われてきましたが、村に不幸や疫
病が発生したときには臨時で行うこともありました。

※タルチュム･･･韓国の民俗風習のひとつで、人、動物、などに扮装し
             　　　　て演じる仮面劇

　浮石寺は、新羅文武王16年(676年)に義湘大師が建立した華厳宗の
寺です。

⑤紹修書院およびソンビ村
　　　 ソ　　ス　ソ　ウォン

　寺内には、韓国最古の木造建築物である無量寿殿をはじめ、国宝
や有形文化財など、多くの文化財を保有する韓国10大寺院の一つで
す。

　また、浮石寺はその建立にまつわる義湘大師の切ない恋のエピソー
ドでも有名です。

　書院とは儒学を教育する私設機関です。
　紹修書院は1542年に周世鵬（チュ・セブン）によって建てられ、性理
学を教育する韓国最古の書院です。

　また当院は、当時偉大な性理学者だった李滉（イ・ファン）の時代に
韓国で最初に公認を受けた私設機関としても有名です。

　さらに、朝鮮時代後期の興宣大院君による書院撤廃の時にも撤廃
を免れた47書院の一つで、今も毎年春と秋に祭祀を行っています。

　紹修書院の隣にあるソンビ村は、儒教的な伝統生活空間を忠実に
再現しており、訪問者がソンビ(儒教の理念を守る人)の暮らしを体験
できるように作られた教育型エンターテイメント空間です。
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